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と、また、アイルランド政府の財政状況が健全（2007 年末で公的債務残高の対 GDP 比は 25％という
低さであった。）であり、しっかりとした国家財政の後ろ盾を有している見られたことにより、ア
イルランドの銀行は何の障害もなく、ホールセール資金調達市場にアクセスでき貸出拡大を図る
ことができた。2003 年央から 2008 年央までの 5 年間に、アイルランドの銀行の純対外債務は













　① 銀行の負債に対し 2008 年 9 月から全面的な保証（blanket guarantee）を行う。






い、既に財政収入は減少しており、2007 年から 2009 年の間に 30％も落ち込んだ。さらに社会保
障関係支出が増大したため、2007 年には均衡していた財政収支は、2009 年、2010 年においては
銀行支援のための支出を除いて GDP の 10％を超える赤字を抱えることとなった。これに加え、
銀行支援のための支出が重い負担として財政にのしかかった。
　2010 年までに政府は GDP の約 3 割に相当する 463 億ユーロもの資本注入を迫られた。2007















　Luc Laeven and Fabrian Valentia（2012）は、金融危機のコストを財政負担、公的債務残高の
増加、生産の減少（いずれも対 GDP 比）で測定している。アイルランドは財政負担で 41％、また、
公的債務残高の増加は 72％、生産の減少は 106％（いずれも 2008 年の対 GDP 比）といずれの指標
でみても高水準で、2007 年以降に発生した各国の金融危機の中で最もコストのかかった危機 10
位以内に入るとしている。
第 1表　1970 年以降最もコストのかかった金融危機（対 GDP 比、単位：％、カッコ内は暦年）
順位 財政負担 公的債務残高の増加 生産の減少
1 インドネシア 57（1997） ギニア・ビサウ 108（1995） クエート 143（1982）
2 アルゼンチン 55（1980） コンゴ（Rep） 103（1992） コンゴ（DR） 130（1991）
3 アイスランド 44（2008） チリー 88（1981） ブルンディ 121（1994）
4 ジャマイカ 44（1996） ウルグアイ 83（1981） タイ 109（1997）
5 タイ 44（1997） アルゼンチン 82（2001） ヨルダン 106（1989）
6 チリー 43（1981） アイルランド 73（2008） アイルランド 106（2008）
7 アイルランド 41（2008） アイスランド 72（2008） ラトビア 106（2008）
8 マケドニア 32（1993） インドネシア 68（1997） カメルーン 106（1987）
9 トルコ 32（2000） タンザニア 65（1987） レバノン 102（1990）
10 韓国 31（1997） ナイジェリア 63（1991） エクアドル 98（1982）
資料出所：Luc Laeven and Fabrian Valentia (2012), p.19.
　世界金融危機が始まる前の約 10 年間、スペインでは不動産への投資ブームが続き、銀行から











の過程で、マドリッドを地盤とするカハ等七つのカハが合併して、総資産が GDP の 40％に上り
スペインの銀行にあって第 4 位、不動産の保有額はスペインで最大となる大手銀行バンキアが設
立された。
　2012 年 4 月、スペインの銀行の不良債権の貸出総額に占める割合は 8.7％に達した。銀行の整
理統合が進められ危機発生時に 45 あった貯蓄銀行は 8 にまで減少した。銀行の従業員数は 11％
減少し、支店数は 13％削減された。金融セクターに対する政府及び預金保険を通ずる業界とし
ての支援の残高は、第 2 表のように 2012 年 3 月末で GDP の 8.9％に達した⑼。
第 2表　スペインの金融セクターに対する支援










資料出所：International Monetary Fund (2012b) p.15.
　金融危機に対応するため、政府は銀行への資本注入やスペインの銀行の破綻処理をするための






















6 月 10 日ユーロ圏諸国の財務相会議は、1000 億ユーロまでの融資を行うことに同意した。実際
に融資する額は独立した監査人が行う監査の結果を見て決定されることとされた⑾。金融支援は






































































































































































































































































　2012 年 6 月末、EU 首脳会議（欧州理事会）とユーロ圏首脳会議が開催された。折からスペイ
ン国債は 7％前後、イタリア国債は 6％前後へと利回りが上昇し、市場の緊張が高まる中での開























































接にスペインの銀行に支援を行うことができるようにするかどうかであった。2012 年 6 月 29 日
ユーロ圏首脳会議の声明は、要旨次のように述べた24。
① 銀行と政府の間の悪循環を断絶することが至上の課題であると認識する。


























　2012 年 6 月の欧州理事会議長に対する要請を受け、2012 年 9 月 12 日、欧州委員会は欧州議会
及び欧州理事会に対し「銀行同盟に向けてのロード・マップ」と題する報告を行った。報告にお
いて欧州委員会が行った提案の主要な内容は次のとおりである27。
① ECB が主導する単一監督メカニズム（single supervisory mechanism）の創設
　⒜ 　ユーロ圏で設立された銀行の監督を行うため ECB と各国金融監督当局から構成される単
一監督メカニズムを設立する。監督に関する最終的な責任は ECB が持つ。







　⒟ 　銀行同盟発足の初日から ECB は必要と認める場合はユーロ圏のいかなる銀行についても
監督を引き継ぐ権限を与えられる。2013 年 7 月 1 日から欧州の金融秩序にとって最も重要























































　EU の金融サービス単一市場と銀行同盟の両立を図るうえで、EBA（European Banking Author-























純多数決で否決（否決賛成者には、少なくとも 3 人の銀行同盟参加国の代表と、少なくとも 3 人の銀
行同盟非参加国の代表が含まれなければならない。）されない限り EBA の監督者委員会により承
認されたとみなされる。
　⒝ 　規制に関する EBA の決定は、従来通り EBA の監督者委員会における特別多数決で決定
される32。
　EBA の議決の方式については、英国を中心とする非ユーロ圏 EU 加盟国と欧州委員会、ユー
ロ圏諸国との間でさらに検討が行われた結果、2013 年 3 月 19 日、欧州議会、欧州委員会の間で















































　第二に、単一銀行破綻処理基金（a Single Bank Resolution Fund）を設立するが、統一破綻処理に
必要な資金の確保は、すべて銀行の拠出によることとし、税負担は投入しないとしている。
　欧州委員会の単一破綻処理メカニズム案が提出される前の 5 月 30 日、ドイツ、フランスの首
脳会談が行われたが、その共同声明において、単一破綻処理メカニズムについて以下のように述
べられている35。



























　2012 年 12 月、欧州理事会は、実効的な単一監督メカニズムが設立された以降、ESM が直接
資本注入を行うことを可能にするため、過去の案件に対する取り扱いを含め、関係国が直接資本
































　金融機関が上記比率を充足している場合は、要請国は最初の 2 年間は公的拠出総額の 20％を
負担する。2 年経過後は 10％を負担する。
⑤遡及適用
































　2012 年 6 月のユーロ圏首脳会議が、単一監督メカニズムが設立された後に ESM が直接資本注














　第二に、ESM に用意された 5000 億ユーロの資金のうち、直接資本投入に向けられる資金の限
度は、将来変更の余地は残されているものの、出発点では 600 億ユーロという上限が画されたこ
とである。第 3 表にあるように 2008 年から 2011 年にかけてユーロ圏諸国が銀行救済のため支出
した額は、資本の注入だけで 2,278 億ユーロに上り、これに不良資産の買い取り、銀行の発行す




第 3表　ユーロ圏諸国の金融セクターへの政府支援実施額（2008 年 10 月 1 日～ 2011 年 12 月 31 日）
（単位：金額 10 億ユーロ、対 GDP 比：％、GDP は 2011 年）
資本注入 保証 資産買取 流動性措置 合計
金額 対 GDP 比 金額 対 GDP 比 金額 対 GDP 比 金額 対 GDP 比 金額 対 GDP 比
ベルギー 20.4 5.5 44.2 12 7.7 2.1 0 0 72.4 19.7
ドイツ 63.2 2.5 135 5.3 56.2 2.2 4.8 0.2 259.2 10.1
エストニア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
アイルランド 62.8 40.1 284.3 181.7 2.6 1.7 0.1 0.1 349.7 223.5
ギリシャ 6.3 2.9 56.3 26.2 0 0 6.9 3.2 69.5 32.3
スペイン 19.3 1.8 62.2 5.8 2.9 0.3 19.3 1.8 103.7 9.7
フランス 22.5 1.1 92.7 4.6 1.2 0.1 0 0 116.4 5.8
イタリア 4.1 0.3 10.9 0.7 0 0 0 0 15 1
キプロス 0 0 2.8 15.9 0 0 0 0 2.8 15.9
ルクセンブルグ 2.6 6.1 1.7 3.8 0 0 0.2 0.4 4.4 10.4
マルタ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
オランダ 18.9 3.1 40.9 6.8 5 0.8 30.4 5.1 95.2 15.8
オーストリア 7.4 2.5 19.3 6.4 0.4 0.1 0 0 27.1 9
ポルトガル 0 0 8.5 5 3.1 1.8 3.8 2.2 15.5 9
スロベニア 0.3 0.7 2.2 6 0 0 0 0 2.4 6.7
スロバキア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
フィンランド 0 0 0.1 0.1 0 0 0 0 0.1 0.1
計 227.8 ─ 761.1 ─ 79.1 ─ 65.5 ─ 1133.4 ─






































































　これらの指摘は、いずれも正鵠を得ているといえよう。1990 年代から 21 世紀初頭の日本のバ
ブル崩壊に続いた金融危機の経験もこれを裏打ちする。我が国においては、1998 年まで単一監
督機関として大蔵省銀行局があり、その権威と権限は諸外国の監督当局に比しても強力であった。
　しかし、巨額の不良債権を抱えた金融機関の整理は遅々として進まず 1997 年から 1998 年にか
けては、北海道拓殖銀行、日本長期信用銀行、日本債券信用銀行という主要行が破綻して金融パ






























































国と非加盟国を結びつける鎖は EBA のみである。すなわち EBA が作成する単一ルール・ブッ
クと単一監督ブックを加盟国、非加盟国に共通に適用することにより両者につき同一の金融監督
が行われるようにするとされている。




















































































































⑴　Silvia Merler and Jean Pisani-Ferry (2012), pp.201-205
⑵　Yves Mersch (2013)
⑶　European Commission Representation in Ireland (2012)
⑷　International Monetary Fund (2012a), p.4.
⑸　European Commission Representation in Ireland (2012)
⑹　International Monetary Fund (2012a), p.5
⑺　European Commission Representation in Ireland (2012)
⑻　International Monetary Fund (2012b), p.10.
⑼　International Monetary Fund (2012c), p15.
⑽　International Monetary Fund (2012d)
⑾　その後 2012 年 9 月 28 日（金）に、スペイン当局により、独立した監査人の検討結果として公表された
数字によれば、銀行に対して必要とされる資本注入額は、593 億ユーロで、それ以前に推測されていた金
額やユーロ圏が認めた最大限枠 1000 億ユーロをかなり下回るものであった。
⑿　EFSF（European Financial Stability Facility）は、経済困難国に対する金融支援を行うことを目的とし
て 2010 年 5 月ユーロ圏 17 国によって設立された組織である。ESM（European Stability Mechanism）は、
EFSF の後継機関として 2012 年 2 月に設立され、ユーロ圏における経済危機対応のための恒久的機関と
位置付けられている。
⒀　International Monetary Fund (2012c), p.7.
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